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１．はじめに 

近時，擬木擬石の製作技術が近代の造園技術として評価され，

日本近代における擬木擬石の歴史，意匠，技術の一端が明らかに

なってきている。日本製のモルタル仕上げの擬木擬石を造園空間

に導入した事例には，明治期に宮内大臣を務めた政治家，田中光

顕が明治42年に造営した古谿荘庭園（静岡県富士市）１），日本の

ベルト王といわれた実業家，新田長次郎が大正初期から昭和初期

にかけて築造した琴ノ浦温山荘庭園（和歌山県海南市）2）がその

最初期の遺構として知られる。植治こと７代目小川治兵衛も，大

正9年に稲畑邸和楽庵庭園（現・何有荘庭園，京都府京都市）の

作庭の一環で設けた隧道内部にセメントを塗りつけて擬岩仕上げ

とした 3)。日本近代における擬木擬石の製作方法については，温

山荘庭園を造園した新田長次郎の回顧録の記述内容の精査，揚輝

荘庭園（愛知県名古屋市）や天王寺公園日本庭園（現・天王寺動

物園内，大阪府大阪市）等の大正期から昭和初期に築造された事

例の現地調査，近代の美術教育家，矢崎好幸が著した『実技詳解

セメント工』（昭和 14 年）4)の精読によって，擬木擬石を製作す

るに際してのコンクリートとモルタルの配合設計，鏝や箆による

表面調整の工夫の一端が詳らかにされた 5)。 
擬木擬石の近代における導入経緯，製作をおこなった技術者に

ついては，大阪および阪神間に関しては分かっている 6)。フラン

ス式の擬木工法を習得した中沢考が大正 15 年頃に大阪市初代公

園課長であった椎原兵市を訪ね，大阪市内の公園に擬木を使って

はどうかと勧めた。椎原は大阪の住吉で造園業を営む橋本八重三

にこれを紹介して擬木製作を奨励し，同時期には，横浜の野毛山

公園の擬木にヒントを得て，擬木製作に着手した芦屋の造園技術

者，小林観山が存在したことが判明している。そして橋本八重三

は昭和2年には「橋本式人造自然木」という名で擬木製品の商品

化に成功，昭和 8，9 年には，椎原の設計のもと，小林観山が天

王寺動物園の猿ヶ島や天王寺公園内日本庭園でダイナミックな擬

石製滝石組を造形したことが知られる 6)。このことをまとめた先

行論文では，日本近代における擬木擬石の造形意匠の系譜を具体

的に検討してゆくためには，同時期に擬木擬石が造園空間に導入

された近代東京の状況を明らかにしなければならないということ

を課題に掲げている。近代東京の造園空間の擬木擬石の製作には，

左官師で松村製作所（松村組）創始者，松村重が重要な役割を担

っていたことが指摘されている 2)。しかし，松村重がいったいど

ういう人物で，どのような造園空間の擬木擬石を手掛けたかとい

うことについては明らかになっていない。 
そこで本稿では，日本近代における擬木擬石の技術史上の評価

を検討するための足がかりとして，近代東京に擬木擬石が導入さ

れた経緯を再検討しつつ，松村重の出自，擬木擬石の製作に関与

した経緯，彼の手による擬木擬石の特色を明らかにすることを試

みる。研究方法としては，文献調査を実施したが擬木擬石に関す

る文献資料は極めて乏しかったため，特に松村重の孫の松村賢氏

と松村守氏（有限会社松村擬木）に聞き取り調査 7～9）を実施する

とともに，松村重が手掛けたことが確実な擬木擬石で保存状態も

良好な近代東京の造園空間の現地調査 10）を実施した。なお本稿

で対象とするのは，外装をモルタルで仕上げた擬木擬石である。 
 

２．近代東京の造園空間における擬木擬石の導入 

近代東京の造園空間において，最初期に導入された擬石で確認

されているものは，明治 29 年築造の東京銀座の服部長七邸の屋

上庭園であった 11)。元来左官師として出発した服部は，たたきの

技術を改良した「長七たたき」による飛石や手水鉢を設けた。し

かしこれは漆喰によるものでモルタル塗の擬石ではなかった。次

に擬木の導入の事例には，宮内省内匠寮の福羽逸人と市川之雄が

明治 38 年に新宿御苑の池泉に架かる橋にコンクリート造モルタ

ル仕上げの欄干を用いた 12)ことがよく知られる。しかしこの擬木

橋はフランス製で日本製ではなかった。内匠寮の市川之雄は，明

治 41～42 年に東宮御所庭園の池泉橋の欄干に擬木を導入したも

のの，これは青銅製 13)でコンクリート造ではなかった。また，大

近代東京における擬木擬石づくりの名手，松村重の足跡 
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正3年に開催された東京大正博覧会（於・上野公園）では，巨大

な鉱山大模型館が擬岩造形として展示された 14)。この模擬山岳の

構造や外装材料は不明であるが，博覧会展示施設という性格上仮

設的なものであったことは間違いなく，恒久的な擬石擬岩ではな

かったと指摘できる。コンクリートやモルタルを施した擬木擬石

の本格的な造園空間への導入は，東京市２代目公園課長，井下清

の大正末期における関与を俟たなければならない。 
井下の大正末期における擬木導入を指摘しているのは上原敬二

である 15)。上原によれば，松村重がキューバに渡航した際，井下

の友人の中沢考からフランス式の擬木工法を習得したという。松

村は大正初期に帰国し，大阪の椎原兵市を訪ね擬木を紹介したが，

当時まだ関心がなかったため，その後、井下に紹介した。井下は

日比谷公園の園丁に松村と協議させ，その工法を習得させようと

したが真の工法が不明であった。井下は大正14年にパリに渡り，

擬木擬石が多用されているビュットショーモン公園を訪れ，擬木

擬石の詳細を調査した。井下は工法に改善をおこない，東京の公

園に広めたという。上記の上原説については，先行論文 6)による

と椎原が大阪市技手になったのが大正9年，公園課長になったの

が大正 13 年であったため，大正初期では時期的な齟齬があると

指摘している。また元東京都技師の村松善豊は大正 15 年に欧米

視察から帰国した井下が松村に擬木製作を奨励した 16)とし，上原

説とは反対のことを指摘している。松村家への聞き取り調査 7)か

ら，松村はキューバに渡航した事実はなく，擬木製作は井下から

勧められたことが明らかとなった。したがって本稿では，大正15
年に欧米出張から帰国した井下清が，松村重に擬木擬石製作を勧

めたと考えておきたい。井下は，大正 12 年に勃発した関東大震

災を契機とする復興公園計画が大正 13 年 7 月に内閣の認可を受

け，実施に移すばかりとなった矢先の大正 14 年夏に，東京市お

よび内務省復興局より欧米の公園施設の視察に関する辞令を受け

ている 17)。大正14 年，井下は船で渡米し，在米約3 か月の後，

渡欧した。もっぱらパリを起居の拠点とし，フランス，ドイツ，

イギリス等の公園を半年以上に渡って調査した 17)。井下の欧米出

張はこの１回のみ 17)であるので，上原説にいう井下のパリにおけ

る擬木擬石調査はこのことを指しているのであろう。時期的にも

矛盾しないので，この点は支持できる。 
それではなぜ，井下が東京の公園に擬木擬石を使おうとしたの

かが問題である。この点は推測の域を出ないが，井下が渡航した

のは，関東大震災による帝都復興計画が進められていた時期であ

る。帝都復興計画では「都市の不燃化」が叫ばれ，小学校や集合

住宅等の復興建築にコンクリートが導入されたが 18)，井下清率い

る東京市公園課が主導した大正末期から昭和初期の公園の整備に

おいても，井下は「公園の不燃化」を考慮してコンクリートやモ

ルタルを施した擬木や擬石を導入すべく，松村重にこれを紹介し

たのではないだろうか。この推測を補強する資料には，大東亜戦

争下に書かれた井下の論説があげられる。「決戦と造園」19)では，

爆撃機に対する各種施設の強化と防火の必要性を述べたうえで，

自然を模倣する「偽装」，「偽木」（ママ）を鉄筋コンクリートで製

作することの有効性を説いている。「庭の防空防火」20)でも，防火

性のあるセメント造擬木袖垣を利用した避難路の確保に言及して

いる。上記の論説は関東大震災から時期差があるものの，コンク

リートの不燃化を井下が意識していたことが確実であったことを

示していると思える。 
次に本稿では，擬木擬石の実際を手掛けることとなった，松村

重の出自，実際の業績を追跡することとしよう。 
 

３．松村重による擬木擬石づくりの展開 

（１）松村重の出自 

松村重（1895～1962）は，明治28年8月3日に生まれた（写 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真－1）7)。父は左官職人であり，駿河台の東京復活大聖堂（ニコ

ライ堂）の左官工事を手掛けた 16)。松村の父は山梨出身であった

が，東京は浅草の山谷で左官業を創業した 7)。松村は父の仕事を

受け継ぎ，左官職人として仕事に励んだ 7)。彼は非常に仕事熱心

であったようであり，大正8年にはセメント建築用材製造法の発

明特許権，翌9 年には石膏建築用材製造法の発明特許権を取得し

ている 21)。まだ 20 代半ばの頃であった。井下清とは，擬木擬石

製作を勧められた大正15年以前から関係があった 7)らしい。 
（２）松村重の擬木擬石の仕事 

松村重の近代における主要と考えられる仕事を，聞き取り調査

と文献調査から整理した（表－1）。本表には具体名として明記で

きなかったが，表に掲載されたもの以外にも各小公園のベンチ， 
野外卓，土留め用の切丸太，飛石，地方からの注文や出張製作の

依頼などが多数あり，多忙を極めていた 16)ようである。 
（ⅰ）最初の擬木製作 
松村の最初の擬木の仕事は，井の頭恩賜公園（東京都武蔵野市，

三鷹市）の池の橋である 7,16)。これは長い杉丸太橋を改修したも

ので，橋杭から手摺まで鉄骨鉄筋コンクリート造とし，表面を擬

木仕上げとした 16)。良い着色剤がなくベンガラと灰墨の着色で技

術も稚拙だったが，完成したときは珍しがられた 16)ようである。

この擬木橋の製作年代であるが，松村家への聞き取りでは大正末

期 7)，村松は昭和3年8月 16)，前島康彦は昭和27年 23)としてい

る。しかし前島の年代記載は誤りの可能性があり，井の頭公園を

特集した雑誌「グラフみたか第 9 号」24)では昭和 7 年と記載し，

参考文献には前島の上記文献 23)を明記している。ただし，昭和7
年の完成と考えた場合，大塚公園傘亭や上野動物園猿山が先行す

ることとなり，処女作とはいえなくなる。次に昭和3年8月と考

えた場合は，大塚公園の擬木施設が松村の擬木の処女作と位置づ

けられる。もし，井の頭公園の擬木橋が昭和3年8月の完成であ

れば，これを遡る同年3月完成の大塚公園傘亭 25)にも稚拙さが表

れるはずである。大塚公園を現地調査 10)したところ，本公園の傘

亭は清澄庭園の傘亭（昭和 7 年完成，平成 23 年の東日本大震災

の影響で現存せず）と茅葺の様子や親柱の立体感など，表現的に

は遜色がなく，村松のいう技術的な稚拙さは大塚公園傘亭には見

られなかった。なおかつ，昭和3年1月発行の井下清が著した『公

園の設計』26)には，橋梁の設計において「鉄筋混凝土にて皮付丸

太を模造したものなどがある」（195頁）とか，公園の四阿の設計

において，「公園の園亭は（中略）位置に依つては藁屋根の山家な

ども又必要であつて，其等を鉄筋混凝土で模造したものは巴里市

や東京市の公園などに建設されて居る」（247頁）と記載されてい

る。したがって近代東京の公園には昭和3年1月以前には何らか 

写真－1 松村重（1895-1962）（松村家提供） 
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名 称 製作施設 製作年代 現存

井の頭 

恩賜公園 
擬木橋 

諸説あり 

（大正末期※1，昭

和3年8月※2，昭

和27年（昭和7年

カ）※3） 

無 

大塚公園 
傘亭（屋根：茅葺仕上げ，

柱：擬木仕上げ） 

擬木柵 

昭和3年3月 有 

上野動物園 猿山（擬岩仕上げ） 昭和6年10月 有 

清澄庭園 
傘亭（屋根：茅葺仕上げ，

柱：擬木仕上げ） 
昭和7年 無 

有栖川宮 

記念公園 

擬木橋（3本） 

橋脚基盤部擬石 

擬木藤棚 

擬木階段踏面 

擬木柵 

池泉護岸擬石 

昭和9年 有 

慶応義塾大学

日吉キャンパス 
弥生時代住居址保存整備 昭和11年12月 有 

目黒雅叙園 
擬木橋 

擬木柵 

擬木丸太階段土留 

昭和17年カ 有 

旧安田庭園 擬木製四阿 不詳 無 

成田山新勝寺 擬木製四阿 不詳 有 

 

 

 

の擬木施設が存在したことが確実であることから，村松の指摘す

る擬木の稚拙さも考慮すると，時期的には松村家の聞き取りで得

た年代に蓋然性が高いと判断でき，松村の最初の擬木製作の時期

と造園空間を，大正時代末期（井下の帰朝を考慮すると大正 15
年）の井の頭恩賜公園であったという説を有力視しておきたい。 
（ⅱ）上野動物園における擬石擬岩の導入 
松村が擬石擬岩を導入したのは，上野動物園（東京都台東区）

の猿山であった 7)。これは，昭和 2 年から始まった上野動物園の

大改造の一環で作られたものである 27)。同年に完成した主たる施

設として，ホッキョクグマ舎があげられる 27)。本舎で採用された

のが無柵放養式の檻で，わが国で最初のものであった 27)。猿山も，

この方式を採用したものである。「園長のサル山」28)と題した大島

増次の回想には，昭和7年に上野動物園主任技師となる古賀忠道

の逸話が紹介されている。大島によれば，猿を放し飼いで飼おう

とする提案をしたのは古賀忠道その人であり，東京市ではとんで

もないということで大きな反対にあったという。しかし古賀は絶

対大丈夫だと，粘り強く説得してまわったというのである。この

猿山の設計を担当したのは相川要一であった 27)。『上野動物園百

年史』27)には，猿山の形を検討するために仕事熱心な左官ひとり

をつれて房総の山々を探索し，盆景をつくったとある。聞き取り

調査 7)では，相川にお供して房総の山々を見て歩き，全体の擬石

擬岩を製作したのが松村重であったことが判明した。そして盆景

で山の形態を検討したのは松村の番頭のひとり，池田九二四四（く

によし）であった 7)。完成したのは昭和6年10月であった 27)。 
猿山は，31 メートル×18 メートルのプールに作られたもので，

幅21.5メートル，奥行き8.2メートル，高さは基底部からおよそ

10 メートルと，大規模なものであった 29)。構造は，コンクリー

ト造モルタル仕上げであり，内部は空洞にして竹を籠状に編んで

骨組を作成し，ムシロで覆った上に，擬石擬岩を作りだしている

という（写真－2）7)。これはわが国最初の猿山であり 27)，その後，

昭和 9 年に天王寺動物園猿ヶ島（猿山）30)，昭和 12 年開園の名

古屋の東山動物園にも猿山が作られていった 31)。すなわち上野動

物園の猿山を祖形として，このような擬石擬岩の造形がわが国の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近代動物園に波及していったとみることができよう。なお，上野

動物園の大改造については，クマ舎（昭和2年11月完成），ヒグ

マ舎（昭和3年3月完成），オットセイ池（昭和3年12月完成）

にも，背景の岩山にコンクリート造の擬石擬岩が導入された 27)。

当時東京には，松村重以外に東京市公園課設計の造園空間の擬木

擬石を製作していた人物は確認されていないことから，これらの

施設も松村が手掛けた可能性があることを本稿では指摘しておく。 
（ⅲ）松村重による遺跡の保存整備 
慶応義塾の校地のひとつである日吉台（現・慶應義塾大学日吉

キャンパス，神奈川県横浜市）は，同校が入手後，昭和7年に実

施された土木工事にともなって弥生時代の住居址が多数確認され

た 32)。その後昭和 11 年 3 月に教授間崎万里の指導のもとに発掘

調査がなされた 32)。その結果，以前検出された6基の竪穴住居址

（第101号住居址から第106号住居址）と同年新たに確認された

1基の住居址（第111号住居址）の計7基のうち，第101号と第

106号を除く5基を永久保存することが決定した 32)。 
そのため，慶応義塾は日本庭園協会を通じて龍居松之助と平山

勝蔵の意見を聴取し，保存整備工事を実施することとした 32)。実

際の保存整備工事は，松村重がおこなった 32)。松村は5基の竪穴

住居址をコンクリートで固定し，外面にマイン・カーネクチンと

いう塗料を施し，床面の赤土の天然色をそのまま表したものを同

年 12 月に完成させている 32)。塗料の詳細は不明であるが，マイ

ンとは，ドイツ製の鉱物性顔料で生成された耐アルカリ性のセメ

ント着色剤である 33)。昭和初期には，左官・建材商社である藪原

商店が輸入して扱っていた 33)。カーネクチンはわからない。松村

の保存整備について，とりわけ，第111号住居址は完全な原形を

残す弥生時代の住居址として保存されたものとしてはわが国最初

とされ，学界の注目を集めたようである 32)。 
高瀬によれば，わが国の遺跡の保存整備について，発掘遺構の

最初期の整備事例は，昭和 24 年に建築家の堀口捨己の復元案に

よって縄文中期の竪穴住居の整備と周辺整備をおこなった与助尾

根遺跡（長野県茅野市）や昭和 26，27 年に弥生時代の住居址の

復元と環境整備がなされた登呂遺跡（静岡県静岡市）とされてい

た 34)。ただし今回本稿では，これらの遺跡よりも早く，昭和 11
年に発掘遺構にもとづいて保存整備がなされた事例を確認するこ

とができ，その保存整備の実際を担当した人物についても，松村

表－1 近代東京を中心とした松村重の主たる仕事 

注：井の頭恩賜公園欄の製作年代の記載について，※1は松村家への聞き取り調査，

※2は村松善豊の指摘，※3は前島康彦の指摘を示す。 

写真－2 上野動物園猿山の現況（平成21年6月筆者撮影） 
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重であったことを明らかにすることができた。 
（３）有栖川宮記念公園にみる松村重の擬木擬石の技法 

昭和9年に開園した有栖川宮記念公園（東京都港区）には，松

村の手による擬木擬石施設が多く残存していることが松村家への

聞き取り調査 7,8)からうかがえた。そこで，松村の擬木擬石の技法

上の特色を知るために，松村家の方とともに現地踏査 9,10)による

詳細な観察をおこなった。現地調査で判明した松村の手による施

設は表－1 にまとめたとおりである。以下に松村の擬木擬石の特

色を述べる。 
（ⅰ）擬木の基本的表現－小口割れ，樹皮の皺，枝の切口 
 松村の擬木に基本的に施される表現が小口割れと樹皮の皺であ

る。小口割れは木材の乾燥にともなう小口面の放射状の割れであ

り，現代の擬木にも施される。樹皮の皺も現代の擬木にみられる

表現であるが，現代のモルタル仕上げの擬木の上塗りと中塗りの

厚みが約1.5センチ程度なのに対し，松村の場合は2.5～3センチ

程度である 8,9)。したがって皺もその分深く仕上げることができ，

より自然みのある擬木として表現できる点に特色がみられる。 
また，枝の切口も随所に確認される松村の表現である。この表

現方法も2種類あることが確認できた。ひとつは，樹木を伐採し

た状態で落とした枝の切口とみられる表現，もうひとつは，樹木

が生育しているときに落とされた枝の切口とみられる表現である。

前者は，樹皮が小口の断面と端部を揃えているが，後者は樹皮が

切口をやや覆うような仕上げとする（写真－3：左）。松村が，本

物の樹木をよく観察していたことをうかがわせる仕上げである。 
（ⅱ）元口と末口の意識 
さまざまな擬木施設において，柱に元末を意識するのは当然で

あるが，松村の手掛けた藤棚や橋を観察すると，藤棚の桁材や橋

桁の受け木には，太さを少しずつ細くした材を交互に配して，元

末を意識して表現している工夫がみられた。本来は鉄筋コンクリ

ート造の円柱形の部材にモルタルを塗着しているため，材の太さ

を変えるのはひと手間要するのであるが，松村の擬木は徹底して

元末を表現している点が注目される。 
（ⅲ）木構造の意識－木材における背と腹，継手 
松村の擬木施設を観察した結果，木造の施設に採用される構造

を意識した表現が施されていることが確認できた。ひとつは，橋

桁の受け木や梁といった構造材には，他の部材が載る部分には年

輪密度を高く表現し，下部には年輪密度を低く表現している点で

ある。木造建築では，立木の年輪がどのような密度を持っている

かで構造材として使用する際の上下が決まる。すなわち，年輪密

度が高い方が荷重を受ける部分として材の上部として用い，年輪

密度が低い方を下面に用いるが，まさに重は構造材の「背」（山側）

と「腹」（谷側）を意識して年輪密度を表現していたことが確認で

きた。もうひとつは，擬木橋の桁や擬木柵の横材など，一定の長

さを要する部材があるが，松村は，これらを継手でつないで表現

している点に特色が見られる。仕口は，両方の材を半分の厚さに

欠き取った、相决りという継手を採用している（写真－3：中央）。 
上記のような表現は，本来，コンクリート造の施設であるため， 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要のないものである。しかし松村の表現は，本物の木材で作っ

た場合はどうしなければならないかということを意識していたと

うかがわせるものである。 
（ⅳ）擬石の表現 
有栖川宮公園の擬石は，池泉の護岸に点々とみられた。その表

現としては，甌穴のようなくぼみを施した点が特色となっている。

聞き取り調査 8,9)では，モルタルが半乾きのうちに軍手のような厚

手の粗い布で掘り窪めたという方法が示唆された（写真－3：右）。

擬石の内部は，数石の間知石を餡子とし，その周囲にモルタルを

塗着していることが確認できた。 
（４）松村製作所（松村組）の職人たち 

松村重は，ひとりで擬木擬石を製作していたわけではなく，組

織で製作にあたっていた。すでに父の代には創業していたことは

前述したとおりであるが，昭和 10 年代の会社広告 35)を確認する

と，松村製作所という組織であったことが判明する（図－1）。な

お，昭和 24 年には合資会社松村組に組織変更している 21)。昭和

10年代の松村製作所は，豊島区日出町（現在の東池袋周辺）に所

在した。100坪の社屋におよそ100人の職人が働いていた 7)。そ

のなかに，松村を支える三羽烏と評された大番頭がいた。 
そのひとりは，新潟出身の池田九二四四である。松村とは親戚

関係にあった。上野動物園の猿山の建設でも述べたように，彼は

盆景も得意としていた。もうひとりは佐野定吉という酒豪，そし

てもうひとりは代田ヨシオ（漢字不詳）という長野出身の人物で

あった。番頭格の者には，蛇腹仕上げでは右に出るものはいない，

と職人間で評された渡辺某（通称，蛇腹のゲンさん）とその息子，

渡辺エイジロウ（漢字不詳）が松村を支えた。職人は，骨組みを

担当する者，仕上げを担当する者などと役割が分かれており，あ

る程度分業体制だったようである。職人たちは，少ない道具でさ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真－3 有栖川宮公園に遺存する松村重の擬木擬石表現（左：擬木に施された枝の切口，中：橋桁に付された相决りによる継手，右：甌穴状に造作した擬石）

 

平成26年8月撮影 平成26年8月撮影 平成20年11月撮影

図－1 松村製作所の会社広告 
（出典：「日本造園士」第2巻1号，昭和14年） 
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まざまな表現をする擬木擬石をつくったようで，おのおののバケ

ツには，鏝，釘，鋏，筆しか入っていなかったのである 7)。 
松村は，図面を描くようなことはなかったようであるが，自分

の内にある擬木擬石のイメージをスケッチで示し，製作にあたっ

たという 7)。 
 

４．「擬木」「擬石」という用語の使用 

日本近代において擬木は，「人造自然木」「コンクリート模擬木

材」「コンクリート模擬人造天然木」などと椎原兵市や橋本八重三

が呼称しており 36,37)，擬石も新田長次郎や服部長七が「人造石」

と呼称していた 38,39)ようであり，「擬木」「擬石」という言葉が誰

によって使用され始めたかというのは分かっていない。ここで先

述の『公園の設計』（井下清著，昭和3年）26)を確認すると滝の設

計について言及した箇所があり，「瀑布は旧来の天然石を築立つる

工法に依らず，鉄骨鉄筋混凝土造を以つて岩壁を模造し」（185
頁）と擬石を示唆している記載がある。さらに「瀧は瀑布の如く

直立する岩壁を必要とせぬ為めに人為的に営造することは容易で

あり（中略）構造としては天然石を組み合わせ混凝土の裏詰と為

し，全部凝石を以てすることも出来る」（185頁）と述べ，「凝石」

という用語を使用している。ただし，これは「擬」ではなく「凝」

である。 
上記文献刊行の翌年にあたる昭和4年，日比谷公園では5月21

日から6月3日にかけて，庭園協会主催で「造園装飾物展覧会」

が開催されている 40)。この展覧会では，松村重が，コンクリート

造モルタル仕上げの井筒，屋形，卓，腰掛，植木鉢，踏石等を出

展した。松村の出展作品は「実用向の点で大いに注目」40)され，

審査の結果，優秀賞を授与された。松村の作品は「擬木庭園家具」，

出品者としては「擬木，擬石製作販売」と昭和4年発刊の「庭園

と風景」第11巻8・9号 40)で掲載され，ここに初めて「擬木」「擬

石」の語が文献上確認できた（図－2）。展覧会を実見した龍居松

之助や西川浩も，その所見・評価を述べた文章中で，ともに擬木

擬石の語を同誌で用いた 40)。 
このことをふまえ，松村家に聞き取り調査 7)をおこなった結果，

「擬」という文字に木や石を組み合わせ，擬木擬石という言葉を

使い始めたのは松村重であるということが判明した。「木や石に擬

えたもの」ということで使い始めたのであろうか。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただし造園界では，昭和6，7年の段階でも「モルタル自然木」

とか「人造自然木」の使用が見られ 41)，統一された用語ではなか

ったと思われる。擬木擬石の用語使用について若干追求してみる

と，昭和9年に完成する天王寺公園拡張計画では，公園の入口門，

橋梁，藤棚，動物園の猿ヶ島などにコンクリートの擬木が導入さ

れた。そのことを特集で報じた昭和9年発刊の「建築と社会」17
輯4号 42)では，天王寺公園の工事に関する記載はすべて「擬木」

に統一されている。また，昭和 11 年に日本ポルトランドセメン

ト同業界が発行したパンフレット第 20 号はその名称が『擬木・

擬石』43)とあり，また，東京美術学校で教鞭をとっていた矢崎好

幸が昭和14年に著した『実技詳解セメント工』4)でも記載は「擬

木」（ただし板状のものは「擬板」と記載），「擬石」とある。した

がって，擬木擬石の用語の一般化は，上記の文献が刊行された昭

和10年頃とみなすことができると，現段階では理解しておく。 
なお，井下の「凝」という文字の使用であるが，図－1 の松村

製作所の会社広告にも「耐久耐火凝木凝石製作」という記載や，

昭和13年発刊の『全国著名園芸家総覧（第十三版）』44)における

報春園工房，臨南園の会社広告に「凝木」「凝石」の記載が見える。

これらもおそらく「ギボク」「ギセキ」と読んだのであろう。「混

凝土（コンクリート）の木」，「混凝土（コンクリート）の石」と

いう言葉を縮めたのであろうか。 
 

５．松村重の人柄 

松村重とは，村松によれば，「地味で実直で世話好きで頼まれれ

ば否の言えない実に気前の良い，言ってみれば絵に描いたような

江戸ッ子職人」16)であった。松村家への聞き取り 7)では，松村は

仕事には大変厳しい一面をもっており，自分の仕事中の様子は，

他人に見せることをたいへん嫌ったという。職人には頗る厳しく
45），工期が迫っていても絶対に手を抜かない姿勢を貫いた 46）。 
また松村は，当時としては珍しく，左利きであった。細かな擬

木擬石の造作も左でこなした 7)。 
松村は熱海での仕事に出かける日の朝，歯を磨いていたところ

倒れ，急逝した。昭和 37 年 3 月 7 日であった 7,16)。享年 66 歳。

最期まで，仕事一筋の職人であった。 
 

６．おわりに 

本稿では，近代東京を中心に，擬木擬石が導入された経緯を再

検討し，擬木擬石の実際にあたった松村重の足跡を追いかけてき

た。この作業の結果，知りえたことを以下にまとめるとともに，

今後の課題を明記して，本論文の結言としておく。 
イ：近代東京におけるモルタル塗の擬木擬石の導入を着想したの

は，東京市 2 代目公園課長，井下清であった。大正 14，15 年頃

にパリのビュットショーモン公園で多様な擬木擬石に出会った井

下は，関東大震災後の東京に，公園の不燃化を意図してコンクリ

ートやモルタルを施した擬木擬石による公園施設を導入しようと

したと考えられる。 
ロ：井下清から擬木擬石の製作を勧められ，公園施設の実作にあ

たったのは左官師の松村重であった。松村の擬木施設の最初の作

としては，大正 15 年に完成したと考えることが有力な，井の頭

恩賜公園の池に架かる橋であった。 
ハ：昭和初期に，松村重は大塚公園，安田庭園，清澄庭園，上野

動物園，有栖川宮記念公園など，多数の東京の公園空間の擬木擬

石による施設製作を手掛けた。とりわけ，上野動物園の猿山は，

日本近代の動物園の猿山（猿島）の元祖と評価できるものである。 
ニ：松村重は，慶応義塾の日吉台から発掘で見つかった弥生時代

の竪穴住居址の保存整備を，昭和 11 年に擬木擬石の手法を応用

して手掛けた。これは，発掘調査や地下遺構にもとづいた遺跡整

備の事例として，現時点での最初期の事例である。造園関係者が

図－2 「造園装飾物展覧会出品者一覧」にみる「擬木」「擬石」

（出典：「庭園と風景」第11巻8・9号，昭和4年） 
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近代にすでに遺跡の保存整備に関与していたことが注目される。 
ホ：現在，通常使用される「擬木」「擬石」という用語は，松村重

が使用し始めたらしい。文献における初出は昭和 4 年であった。

この言葉は，昭和10年頃には造園界で一般化したとみられる。 
今後の課題としては，松村重の擬木擬石の製作方法について本

稿では概要を見たにすぎないため，その詳細を明らかにしていき

たいと考える。その理由は，本論文の冒頭で述べた琴ノ浦温山荘

庭園の保存整備や，古谿荘の建造物の保存活用における庭園の取

り扱いにおいて，擬木擬石を如何にして補修，修復していくかの

具体的検討が進んでおり，それら近代庭園を保存していくための

材量的な知見，技術的な知見を提供したいからである。また，近

代に施工されたコンクリート造モルタル仕上げの斯様な施設が，

造成後 90 年前後経過した現在，どれくらい劣化が進行している

のかを研究調査することも，近代の名勝地保護の観点からは急務

の課題といえるであろう。 
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